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地域の⽀え合い活動	
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この先、共助や公助の⼤幅な拡充は期待できませんが、社会情勢の変化など
で独居者が増えると⾒込まれています。⾼齢者の中には⼀⼈暮らしで誰にも相
談できない⼈や、認知症を患いSOSが出せない⼈もいます。⺠⽣委員に頼った
「⾒守り活動」にも限界があります。地域の⽅々や友⼈などの顔の⾒える助け
合い、「互助」が益々必要になってくると思います。 

⽇常⽣活を送るなかで直接関わることなく安否を確認したり、⽣活状況を気
に掛けるのが、穏やかな⾒守りです。近所にお住まいの⽅々が散歩や買い物な
どの際にさりげなく⾒守り、ちょっとした異変に気づくことで、早い段階で専
⾨機関などが⽀援の⼿を差し伸べることができます。 

家族・親戚や友⼈、近所の⽅々など、穏やかに⾒守ってくれる⼈を増やして
いくことで、本⼈を中⼼とした⾒守りネットワークを広
げていくことができると思います。 

⾒守り活動はすぐに成果は出ません。気負わずに、無
理のない範囲で活動を継続し、お互いに⾒守り⾒守られ
る、負担や不安を感じない⼼地よい関係を築いていくの
が理想です。 

今年度も、「穏やかな⾒守り」をお願いします！ 

⒈ 周囲からさりげなく、無理なく！ 
⼈には知られたくないことがあります。⼀⼈でいることが好きで⼲渉しない

でほしい、という⽅もいます。相⼿の気持ちを尊重して家の様⼦を気にかける
など、さりげない⾒守りを続けましょう。「⾒守ってあげる」という気持ちで
はなく、同じ⽬線で「お互い様」という気持ちを⼤切にしましょう。 

2. 不幸な事故や事件を防ぐために！ 
孤⽴死、孤独死、消費者被害など⽇頃から

の⾒守りが、不幸な事故や事件を未然に防ぐ
ことができます。⾒守り活動で最も重要なこ
とは、早期の気付きと専⾨機関による適切な
対応です。もし、病気やけがをしている⼈な
どを発⾒したら、緊急通報（消防119番、警
察110番）をお願いします。 
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⒊ 認知症の⽅を⾒守るポイント！ 
⑴ 認知症と思われる⼈に気づいたら、⼀定の距離を保ち、さりげなく様⼦を

⾒守ります。近づきすぎたり、ジロジロみたりしないようにしましょう。 
⑵ こちらが困惑や焦りを感じていると、相⼿にも伝わって動揺させてしまい

ます。⾃然な笑顔で応じましょう。 
⑶ 複数で取り囲むと恐怖⼼をあおりやすいので、できる

だけ⼀⼈で声をかけましょう。 
⑷ 相⼿の視野に⼊ってから、「どうなさいましたか」と

声をかけましょう。唐突な声かけはやめましょう。 
⑸ ⼩柄の⼈には、⾝体を低くして⽬線を同じ⾼さにしま

しょう。 
⑹ ⾼齢者の⽅は⽿が聞こえにくい⽅も多いのでゆっくり、はっきりした声で

話しましょう。早⼝、⼤声、甲⾼い声は避けましょう。 
⑺ 認知症の⼈は急がされたり、複数の問いに答えるのが苦⼿です。相⼿の⾔

葉をゆっくり聞き、何をしたいのかを測り確かめましょう。 

⒋ 災害が起こったとき、あなたが知っている「気になる⼈」はすぐに避難する
ことができますか？ 

災害などの緊急時に頼りになるのは、や
はり隣近所の⼈です。いざという時に⽀え
合うためには、普段からの関係づくりが⼤
切です。東⽇本⼤地震でも、⽇頃から声を
掛け合う地域では
避難もスムーズだ
ったようです。 

「孤独・孤⽴対策推進法」が 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏され
ました。⼀⼈暮らしの⾼齢者の孤⽴が顕著であるとさ
れていますが、介護する世帯が家族ごと孤⽴するケースも出ています。性別や
年齢に関わらず、孤独・孤⽴が社会問題となっています。 

町内会では清掃活動、ます花壇などの花植えと⼿⼊れ、夏休みラジオ体操、
夏まつり、公園サロン、⽇帰りレクリエーションなどのほか、⽼⼈クラブ澄川
百寿会の例会など、多様な催しを交点とした出会いの場を⽤意しています。 

しがらみではない、ほど良い繋がりとなる居場所探しが⼤切です。お友達や
近所の気になる⽅と⼀緒に参加してみてはいかがですか。 

⼈々の集まりは「互助」の基盤にもなります。 


